










































































ICCS Journal of Modern Chinese Studies Vol.9(1) 2016 
 
中国の各大学や研究機関で活躍されるように
なった。ICCSとデュアル・ディグリープログ
ラムに関わってきた愛知大学の関係者からす
れば、まさに「十年樹木、百年樹人」のよう
な感慨をもつようになったのである。シンポ
ジウムのプログラム（付録１）に示されたよ
うに、卒業生たちの報告に対し、愛知大学の
元指導教授たちを中心に適切なコメントがな
され、大変中身の濃いかみ合った討論が行わ
れた。また、シンポジウムに先立ち、愛知大
学ICCS・北京同窓会の王芳副会長と凃明君事
務局長は、東海ラジオの番組「チャイナなう」
の取材を受けて、ゲスト出演した（2015年 12
月 13日放送、
http://www.aichi-u.ac.jp/information/oth
er/Com3000106.html）。 
 今回の「新世代国際学術シンポジウム」特
集を組むにあたり、一部の報告者たちにシン
ポジウムに提出された論文をベースに加筆修
正してもらったうえで、新たに投稿論文とし
て投稿してもらい、査読を経て掲載されるこ
とになった。その中で、王芳論文と張楠論文
はシンポジウム時と同一論文であったが、陳
紅絹論文は新しい投稿論文である。 
さらに、今回のシンポジウム資料集（「新世
代国際学術研討会 返校活動紀念冊」）には、
愛知大学 ICCS・北京同窓会会長の許光清氏
（中国人民大学環境学院副教授）による序言、
同副会長の王芳氏（南開大学金融学院副教授）
によるあとがきも収録された。シンポジウム
の全容とそこまでに至る経緯を理解していた
だくため、特集の付録としてプログラムとと
もに収録することにした。本文とあわせてご
参考いただければ幸いである。 
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